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インドネシアの乳加工体系と乳利用

乳文化圏から非乳文化圏への乳加工技術の伝播論考-

平田 昌 弘*・浦島 匡

(帯広畜産大学，北海道帯広市， 080-8555) 

Milk processing system and uses of milk products in lndonesia 

-Discussion on spread of milk processing techniques from 

milk cultural sphere to non miH王culturalsphere-

Masahiro Hirata* and Tadasu Urashima 

(Obihiro University of Agriculture and Veterinary M巴clicin巴， Obihil・0，Hokkaiclo 080-8555) 

Abstract 

The milk processing system ancl uses of milk proclucts were surveyecl in Sumbawa ancl West Sumatra， 1nclonesia to un 

c1erstancl thos巴characteristicsin 1nclonesia， ancl to c1iscuss an origin of milking t巴chniquesin 1nclonesia. The milking is 

concluctecl from mares in Sumbawa ancl from water bu丘-aloesin West Sumatra目 1nboth these areas， the technique of f巴r-

mentecl milk processing s巴riesis acloptecl such us the natural ferm巴ntationof raw milk by maintaining it uncler non-

pasteurization conclitions for 1 or 2 nights. Both raw milk ancl fermentecl milk are us巴CIas supplementary foocl ancl not 

consiclerecl part of the staple c1iet of th巴inhabitantsof Sumbawa ancl West Sumatra. On the basis of the following obser-

vations， it is conc1uclecl that the milking techniques usecl in 1nclonesia are actually c1erivecl from those usecl in 1nclia: 1) the 

mark巴CIc1i妊erencebetw巴巴nthe milking techniques， milk processing S}叫巴ms，ancl us巴sof milk proclucts in 1nclonesia ancl 

those in northern Asian area， where milking from mares is concluctecl; 2) the similarity betw巴巴nthe milking techniques， 

mill王processingsyst巴ms，ancl uses of milk proclucts in Sumbawa ancl W巴stSumatra; 3) the long ancl c10se relationship be-

tween 1nclonesia ancl 1nclia through seaborn巴tracleancl the fact that the worcl c1aclih， which refers to a traclitional 1nclonesi-

an f巴rmenteclmilk procluct，白nclsits origin in 1nclia. Year-rouncl reprocluctive activity in ruminants from regions that li巴to

the right of th巴巴quatorancl the abunclance of plant-basecl foocls in these regions are consiclerecl the core factors responsi 

ble for the failure of most of the milk processing techniques in 1nclonesia; consequently， 1nclonesians use milk proclucts as 

supplem巴ntaryfoocl， ancl not as part of their regular c1iet. 

Key words: milk processing system， origin ancl spreacl， year-rouncl reprocluctive ability， right of the equator， abunclance 

of vegetable foocl 

1. はじめに

家斎から伝統的に搾乳を行ない，生乳・乳製品を利用

し，生業の多くを生乳 乳製品に依存してきた地域は西
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アジア，北アジア， 1.1-1央アジア，南アジア，ヨーロッ

パ，アフリカの一部と，主に乾燥地を中心とした地域で

ある (Fig目 1)0Fig.1は， 15世紀をおおよその 目安と

して作図されたものである。新大陸の北米・南米，アフ

リカの一部，オセアニア地域，東アジア，そして，東南

アジアでは，伝統的に搾乳が行なわれてこなかったこと

が理解される。インドネシアも本来は乳文化圏ではなか

った。しかし，東アジアでは斉民要術1)や本草綱目2)な

どの古文書が示す通り，貴族集団で乳利用が薬的に利用

されていた。非乳文化閣とされる地域での乳利用は，乳



乳が，スマトラ島においても水牛からの搾乳が行なわれ

ている。そこで，インドネシアにおいて， 1)乳加工体

系とその特徴を把握し， 2)インドネシアにおける搾乳

技術と乳利用の起原について考察するために，インドネ

シアの西ヌサ・トゥンガラ州のスンパワ島，スマトラ烏

の西スマトラ州において， 2010年10月 29 日 ~2010年 11

月5日まで合計5世帯で現地調査を行なった (Fig.2)。

インタビューは，通訳を介してインドネシア語で乳加工

の担当者に主に行なった。
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文化圏から非乳文化圏への乳利用の在、揺や変遷を考察す

る上で極めて興味深い。

インドネシアにおいても，

2-1. 調査地

調査を行なったのは，スンパワ島では東部のピマ県

(事例 1)，スマトラ島西スマトラ州ではブキテインギ市

(事例 2. 3)， リマプjレ・コタ県(事例 4)，タナ・ダ

ターlレ県(事例 5)である (Fig.2)。

スンパワ島での調査は，スンパワ島東部の主要都市ビ

調査地と調査世帯2 

スンパワ島において馬の搾
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マBimaから草で約 211寺間西方に進んだ内陸部で行なっ

た。南緯8。と，ほぼ赤道直下にある。年間降水量は約

1500 mm と多い。気掃は，月別平均気視が250C~290C

にあり，月別平均最低気温でも23
0

C，月別平均最高気

温も31
0

Cと，年中ほぼ一定して蒸し暑い。スンパワ島

の調査地の気候の特徴は，熱帯多雨にあり，雨が多く，

蒸し暑く，赤道直下にあるため一年中ほとんど日長の変

化がない， とまとめることができる。

スマトラ島での調査は，西スマトラ州の中心都市パダ

ンPadangから車で約 3時間北東に進んだ内陸部のブキ

ティンギ市 BukitTinggi近郊で行なった。ブキテイン

ギの意味が「高い丘」 というだけあり，標高800m~

1000 mの高原地帯が続く。気温は朝 9時で23
0
C (11月

4日)， 11時で2TC(11月4日)と，低地のパダンの12

時の31
0
Cに比べて 5

0
C前後低い。年間降水量も約4000m

と降水が極めて多く，調査した期間中も降水が毎日あ

り，曇りがちな日々が続いた。湿度も日中は55%前後

となる。また，調査を行なった地域(事例2・3・4・5)

は南緯O。と正に赤道直下にある。そのため， 一年の気

温と日長はほとんど変化ない。西スマトラリ十|の調査地の

気候の特徴は，熱帯多雨の高原地帯にあり，雨が多く，

温暖な気温で，赤道直下にあるため-/if三中ほとんど降

水-気温-日長の変化がない， とまとめることができる。

2-2. 調査世帯

スンパワ島での事例Ijl世帯は，馬，山羊，パリ牛，

水牛，ニワトリを飼養している (Table1)。搾乳してい

るのは，馬からだけである。馬を 6頭飼養し，現在， 3 

頭の馬から搾乳している。かつて自動車の普及していな

い時には，この地域では今よりも多くの馬を飼養してい

たという。馬の体高は110cm~120 cm，体長は約170

cn1，体毛は茶色で，スンパワ島の人々はスンパワ馬と

呼んでいる。馬を飼う目的は，搾乳，使役，食肉(廃馬)

のためにある。馬乳を搾る目的は，売却による現金収入

と飲用のためである。牡馬，乾乳1-1コの牝馬，仔馬など

Tabl日 Thesituation of liv巴stockkeeping and agricultural 
activities in the surveyed households 

Household Ruminant animal 
Agriculural activity 

No. (head of milked animal) 

Cas巴1
Mare (3)， goats， cattle， Rice cropping， vegetables 
watel・bu丘'<110 cultivation 

Cas巴2 Water buffalo (1) 
Rice cropping， vegetables 
cultivation， fishing 

Case 3 Water bu丘'<110(2) 
Rice cropping， vegetables 
cultivation 

Case 4 V司TaterbufYalo (1) 
Furnitm巴manufacturing，
vegetables cultivation 

Cas巴5 Wateγbu丘'<110(1) 
Rice cropping， veg巴tables
cultivation， orcharding 

9 

は，米作の{木関地において紐で結び止め，定点放牧させ

る。母馬は，屋敷内もしくは馬舎で繋ぎ飼L、する。馬乳

はスンパワ島が有名であり，インドネシアの人々に良く

知れわたっているという。

西スマトラ州で搾乳を行なっている世帯は，いずれも

水牛のみを飼養している。事例2・3.4では乳用種の

水牛を，事例5では非乳用種の水牛を飼養している。

現地では，いずれもクlレパウ kerbauと同ーの語実で呼

ばれている。乳用種の水牛は，特にムラッハ murrahと

呼ばれる品種で，インドを起原とする乳用穫であるとい

う。通訳者の Yuherman教授によると，乳用種の水lj二

をbufhuo，非乳用種の水止|ニを waterbuffaloと区別して

いた。しかし，分類学よではいずれも水牛Bubalus

如何lisに属している。本稿においては，いずれも水牛

として表記する。水牛を飼養する目的は，牡は使役と交

尾，牝は搾乳のためである。近年，耕転機の普及で，牡

の役目は専ら交尾となりつつある。搾乳する目的は，売

却による現金収入と飲食のためである。

事例)4以外は，米作と家畜の飼養を組み合わせ，野

菜などを自給している。事例4は，家具職人で，夫が

68才の老夫婦であるが，農業に携わらなくとも，老人

でも水牛を飼養することができ，生乳の売去Ilで現金収入

を得ている。

3. 搾乳技術

3-1. スンバワ島における馬の搾乳

馬には季節繁殖がなく，交尾が周年可能で，出産はい

ずれの時期にも可能であるという。妊娠は10ヶ月であ

り，周産後1ヶ月は搾乳せず，仔畜への日前乳のみにあ

てる。出産して 1ヶ月してから搾乳を開始し，搾乳は 7

ヶ月間行なうという。

搾乳は 1日5因。 7時， 9時， 12時， 15時， 18時と約

3時間毎に行なう (Fig.3-1)。泌乳量は 1回に0.5Qほ

どである。モンゴlレでの搾乳の事例:l)と同様に， 1回当

りの泌乳量が少なく， 1日に何回も搾乳するのが馬の搾

乳の特徴である。 l頭 1日当りの搾乳量は， 1日に 5回

(1) (2) 

Fig. 3 The milking of mare (1) and wat巴rbuffalo (2) 
Baby mare is used for lactogenic action. Th巴
milking is conducted by only one hand 
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も搾乳するため， 2.0 Qj頭/日 ~2 目 5 Qj頭/日となる。

搾乳には， 仔畜が催乳として用いられる。母馬に仔馬

を見せる。仔馬にH甫乳させることはない。母馬に仔馬を

見せてから約2分後，搾乳を開始する。仔馬は，母馬

の頭部に位置させることなく，母馬の近くに紐で繋ぎ止

めて国定する。搾乳は男の仕事とされる。母馬に向かつ

て右側から搾乳するか左側から搾乳するかは自由であ

り，搾乳方位の規則はない。搾乳者は，母馬の側方から

中腰になって搾乳する。搾乳は，片手で行ない，もう片

方の手でバケツを持って乳房の近くに固定する。搾乳を

開始して約2分，いったん搾乳を止め，仔馬にl浦乳さ

せる。 IT[jj乳は l分弱と短い。晴乳後，仔馬を母馬の近

くに紐で固定してから，母馬から搾乳を再び開始する。

この2回目の搾乳は短く， 30秒ほどで止めてしまう。

搾乳後は，母仔を一緒にし，自由に晴乳させる。母仔を

数分間一緒にしてから，母仔を再び別々に互いが確認で

きない場所に紐で固定する。夜間は，仔馬は近くの休閑

地で繋ぎ止め放牧させ，母馬は馬舎内に繋ぎ留める。

事例 lでは，泌乳馬を 3頭所有しているため，世帯

当りの 1日の搾乳量は6.0Q 頭/世帯/日 ~7.5 Q頭/世帯/

日となる。 1瓶600mQで25，000Rpa)で，ジャカlレタや

ビマから昼頃に巡回してくる業者に売却するという。

6.0 Q~7.5 Qでおおよそ250，000Rp~300 ， 000 Rpともな

る。 昼食代がおおよそ15，000Rpである。事例 1では，

馬乳の売却による収入は，農業収入よりも多く，主な収

入源となっており，馬乳の生産でと1"計がなりたっている

世帯'である。この地i或では，たいていの世帯では馬を 6

頭~7 頭は飼養し，馬から搾乳しているという。 事例 1

世帯を含むこの地域全体が，馬乳の生産で成り立ってい

るといえよう o

事例 1-¥止帯は，馬，山羊，パリ牛，水牛を飼養して

いるが，搾乳しているのは馬からだけだという。何故，

山羊，パリ牛，水牛から搾乳しないのかと問うと， Iこ

こでは山羊やパリ牛からは搾乳しないのだ」という回答

であった。 111羊やパリ牛ーから搾乳する習慣がないことが

理解されるが，何故にi馬からの搾乳のみが習慣化するよ

うになったのであろうか。また，馬の搾乳の技法は，父

から教わったという。祖父も馬の搾乳をやっていたとい

う。つまり，少なくとも事例 l世情が記憶を辿れるよ

り以前から，馬から搾乳していたことになる。何処から

搾乳技術が伝播したのか，もしくは，この地域で起原し

たのかについては，インタビューでは辿ることはできな

かった。馬の搾乳の起原論の問題は，ユーラシア大陸に

おける乳文化の伝播を論考する上で極めて重要な論点で

あり，アジア大陸全域における搾乳・乳利用の比較検討

から推察していく必要があるため，後で改めて論考した

し、。

第60巻

3-2 西スマ卜ラ州における水牛の搾乳

西スマトラ州では，水牛から搾乳を行なっている。 一

部に，近年導入されたホルスタイン牛から搾乳を行なっ

ている世帯もある。

水牛には季節繁殖がないという。周年，交尾が可能

で，出産はいずれの時期にも可能であるという。妊娠は

11ヶ月であり，出産後2ヶ月は搾乳せず，仔畜への哨

乳のみにあて，出産後2ヶ月してから搾乳を始める。

搾乳は最低でも 4ヶ月は行なう。交尾させ，受胎すれ

ば泌乳は停止してしまうという。

水牛からの搾乳は，朝に 1回のみ行なわれる (Fig.

3)。最初に 1分半ほど仔畜に暗乳させ，乳房に刺激を

与えて催乳の操作を行なう。催乳したならば，母仔を別

々の紐で地面に結びとめ，近くに同定する。催乳後に直

ぐに搾乳を行なう。母水牛に向かつて右側から搾乳する

か左側から搾乳するかは自由であり，搾乳方位の規則は

ない。搾乳者は， 母水牛の側方から中腰になって搾乳す

る。片方の手でペットボトルやバケツなどの容器を持

ち，もう片方で搾乳する。 手が疲れてきたら，容器を持

つ手と搾乳する手とを交換する。 6分ほど搾乳した時点

で搾乳をやめ，仔畜に 1分半ほどもう一度|浦乳させる。

2回目の哨乳後，搾乳を2分ほど行ない，残乳を搾りと

る。 2回目の搾乳が終われば，母仔を一緒にし，仔畜に

残乳を飲ませる。ほ仔はこのまま一緒にさせ，夕方18

時頃に分離して，紐でI也市に繋ぎ止めて夜間を別々に過

ごさせる。搾乳量;は1日1回の搾乳で約2Qほどである。

事例2の村では，水牛からの搾乳は1975年頃から始

まったという。 事例2世帯の犬は，父から搾乳の仕方

を教わったという。その父は，ブキティンギ周辺でかつ

ては農業に従事しており，ブキティンギ周辺で搾乳の仕

方を教わったという。ブキティンギでは何百年も前から

水牛から搾乳しているという。事例3の地域では1980

年から，事例4の地域では1981年から，事例5の地域

では祖父の世代には既に搾乳が行なわれていたという。

このように，ブキティンギd'i近郊ではかなり以前から搾

乳が行なわれていたが，西スマトラ州に広く水牛の搾乳

が普及したのは最近30年くらいであることが理解され

る。近年になって搾乳を普及された原動力が，重要な収

入源となるためである。貧しい農家でも，一頭の牝水牛

を手に入れれば，毎H現金収入を得ることになる。この

収入性の良さが，水止|ニからの搾乳を普及させたものと考

えられる。都市部では，醍乳はアンピン ダディヒ(後

で説明)として屋台で甘くして利用されるか，竹筒に入

ったまま消費者に売却されている。この都市部での需要

が，農村部での搾乳の普及を促進させている。
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4. 乳加工体系

4-1. スンパワ島での馬乳の乳加土体系

生乳は，スス クダ susukudab)と呼ばれる。生乳

は，そのまま飲用する。馬の乳を飲用するのは， 1週間

にl回，コップ1杯おおよそ150mQほどであるとい

う。馬の生乳は，甘く，さらっとした舌触りである。馬

乳は「スタミナがつく」から飲むという。生卵と混ぜて，

ミルクセーキのようにして飲むことむあるという。多く

の人はコップ一杯程度の馬乳の飲用は消化に支障ない

が，中には下痢をする，吐いてしまうという人もいる。

スンパワ島を含むインドネシアの人々は，馬乳を飲用す

るのは，体力を回復するための栄養補助飲料として利用

しているという。決して，主要な食料として一日三度の

食事に利用している食材ではない。

馬の乳は，搾りたての新鮮な生乳を飲むが，飲みきれ

なかった生乳や，ジャカlレタやピマから巡回してくる業

者に売却しきれなかった生乳を数日~数週間静置してし

まうことがある。馬のさ1:乳は，密封した容器に入れ，涼

しい処に静置しておけば，非加熱のままでも 1ヶ月は

保存が可能であるという。静置する聞に，馬の生乳は発

酵して，とても酸っぱくなっている。静置中に発酵が進

みすぎ，ガスが生じて，蓋が飛び出してしまうこともあ

るという。この発酵が進んでしまった酸乳もスス・クダ

susu kuclaと呼ぶ (Fig.4) 0 このスス-クダは，加熱殺

菌し，乳酸発酵スターターを添加して意図的に発酵を進

展させたものではなく，搾乳時や容器から混入した微生

物によって自然、に発酵してしまった酸乳である。結果的

には，中尾モデルc)の分類上では，発酵乳系列群の乳加

工技術が適応していることになる。

1ヶ月静置した馬の離乳は， 三層に分離している。上

層と下層に凝固物がたまり，中層に透明なホエイが分離

している。容器の上面にはクリームがこびりついてい

る。これらの各分離層を取り分けて別々に利用したり，

チーズやバターへの加工などに更に加工したりすること

はない。各層やクリームに与えられた特別な語業もな

1 ) The case of Sumbawa 2) The case of ¥'Iest Sumatra 

Fermented m i I k process i ng ser i es Fermented m i I k process i ng ser i es 

susu kuda I 

邑日
sour mi Ik 

rawmilk 

(non-heat i ng) 
(non-add i t i ng starter) 
(Iaying) 

sour milk 

Fig. 4 The milk processing systems in Sumbawa (1) 

and West Sumatra (2) 
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い。酸乳を利用する際には，容器ごとト分に振り，よく

混ぜ合わせてからコップに注ぎ，飲用する。この酸乳の

スス クダも，スタミナがつくものとして生乳のスス・

クダと同様に飲用されている。

以上，スンパワ島で確認された馬乳の乳加t技術と乳

利用とをまとめると，1)馬からの搾乳は馬乳販売を主

な目的としていること， 2)飲用する際には基本的に生

乳で飲用してしまうこと， 3)発酵乳系列群の乳加工技

術により酸乳も生成しているが，加熱殺菌・スターター

添加して意図的に乳酸発酵を展開させたのではなく，非

加熱なまま静置しておく聞に自然に発酵が進んでしまっ

ていること， 4)馬乳は主要な食事として摂取している

のではなく， rスタミナがつく」として補助的に飲用し
ているに過ぎないこと，とまとめることができる。

4-2 西スマ卜ラ州で、の水牛乳の乳加工体系

生乳は，スス・クノレパウ susukerbau，l)と呼ばれる。

調査した世帯では，生乳を週に 2回ほど， 一回に約 100

mQほどを飲むという。以下に説明する離乳への加工

で，生乳が余ったならば飲む程度である。 100mQくら

いでは，下痢することはないという。生乳のままでは売

去H寸ることはない。

生乳は，加熱することなく，搾乳後に搾乳容訴からそ

のまま直ぐに竹筒に注ぎ入れる (Fig.4-2) (Fig. 5)。

前日の酸乳の余りを発酵スターターとして加えることは

ない。竹筒は大小様々で， 200 mQ~400 mQ入る容器が

用いられる。非加熱の牛乳を竹筒に入れたならば，プラ

スチックビニールもしくはバナナの葉で t部を覆い，輪

ゴムでしっかりと固定する。このまま 1晩もしくは2

晩静置し，発酵を進める。酸乳は，ダディヒ・クルパウ

claclih kerbauと呼ぶ。静置中にクリームが上層に浮上

してくる。西スマトラ州の人々は，上層にクリーム分が

Fig. 5 Th巴 sourmilk of water buffalo 

The non-heated raw milk is filled into bamboo 

cylind巴r，left for one or two nights under st川

standing to produc巴thesour milk called as 'dadih 

kerbau' . 
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浮七してくることを認識はしているが，特別な語実は与

えておらず，特別に呼び分けてはいない。これらの各分

離層を取り分けて別々に利用したり，チーズやバターへ

と更に加工したりすることはない。このように水牛の生

乳は，加熱殺菌もせず，発酵スターターも添加すること

もなく， 自然発酵に委ねて，酸乳へと加工するのみであ

る。中尾モデルの類型分類では，発酵乳系列群の乳加工

技術を適用していることになる。

酸乳は，事例 2では自らがブキティンギ市内に売り

に行き，事例3・4・5では巡回してくる業者に売却す

る。 200111Qの竹筒で5，000Rpほどである。事例2では

泌乳量が 2Q/日であるから，竹筒10本の酸乳を毎日製造

することができ，収入は50，000Rpにもなる。事例4以

外の位帯では，米作の傍ら，水牛を飼育している。しか

し事例 2，3， 4の世帯では，米作もしくは家具販売の

収入よりも酸乳販売による収入の方が上回り，主要な収

入源となっているという。西スマトラ州では，乳利用は

食料として生きていくための不可欠な食品ではなく，売

却による現金収入源として生活を営むための不可欠な換

金資源となっているのである。

調査した世帯では，酷乳を週に 2回ほどは食してい

るという。酸乳を食べる際は，酸乳に塩とスライスした

タマネギとを混ぜ合わせ，米飯にかけて食べる (Fig.

6)。酸乳を主要な食料としているのではなく， ドレッ

シング的に補助的に利用しているのである。つまり，西

スマトラ州での酪乳は，料理を飾るための補助食として

利用されているに過ぎない。

また，ブキティンギなどの近郊の都市では，酸乳を甘

くしてデザートとして利用している (Fig.6)。乾燥圧

縮餅米のアンピン a111plangを湯で戻し，これに醸乳を

入れ，砂糖，ココナッツミjレク，サトウキビの糖蜜をか

けて食する。階乳の酸味が隠れるくらいに甘くする。こ

の極めて甘くした酸乳のデザー卜をアンピン-ダディヒ

a111piang dadihと呼ぶ。ここでも酸乳は，主食的にでは

なく，デザートとして補助的に利用されているに過ぎな

)
 
1
 
(
 

(2) 

Fig. 6 Th巴 usesof sour milk 

The sour milk is used as a dressing with onion 

and salt (1)， or the sweetened dessert with 

sticky rice， coconut milk and sugarcan巴 syrup

which is called as the 'ampiang dadih' (2) 
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い。決して，食事としての重要な位置が酸乳には与えら

れていない。

事例 2の世帯では，売れ残った酪乳が 4日以上経っ

てしまうと，味が悪くなるという理由で，捨ててしまう

か猫に与えてしまうという。水牛には与えない。事例

3・4・5では毎回全てを巡回してくる業者に売却できて

いるという。事例 2世帯では，酸乳への加工技術のみ

しか知らないため，酸乳の長期保存やバターやチースーな

どの長期保存可能な形態への加工を行なえないでいる。

この 4日経てば酸乳を捨ててしまうという証言自体

が，長期保存の乳製品を製造する技術が必須ではなく，

バターやチーズなどが彼たちの生活にとって重要ではな

いことを物語っている。

以上，西スマトラ汁|で確認された水牛の生乳の乳加工

技術と乳利用とをまとめると， 1)発酵乳系列群の乳加

工技術により酸乳を生成しているが，加熱殺菌・スター

ター添加して意図的に乳酸発酵を展開させたのではな

く，非加熱なまま静置しておく聞に自然に発酵が進んで

しまっていること， 2)水牛からの搾乳は目安乳販売をま

な目的としていること， 3)酸乳販売が農家にとって主

要な現金収入源になっていること， 4)西空乳をドレッシ

ングやデザー卜として補助食的に利用していること， と

まとめることができる。

6. インドネシアにおける乳文化の特徴

6-1. n書好品・換金資源としての乳製品

インドネシアの人々は，馬乳は「スタミナがつく」栄

養補給飲料として，水牛乳はドレッシングやデザー卜と

して補助食的に利用している。いずれも三度の食事に重

要な食材としては決して用いられていないことで共通し

ている。西スマトラ州の乳利用を調査した有賀4)も，水

牛の酸手しはデザー卜的にのみ利用されていることを報告

している。馬乳や水牛乳は，インドネシアの人々の食生

活に不可欠な食料ではないのである。搾乳と乳加工技術

とが生業にとって不可欠であり，食料の多くを乳製品に

依存する乳文化圏がアジア大陸・アフリカ大陸の乾燥地

帯を中心に発達している (Fig.1)。この乳文化圏での

乳利用のあり方は，酸乳やバター，チーズなどが食事の

重要な位置を占めている。馬乳とて，乳文化閤のモンゴ

jレにおいては夏には主要な栄養摂取源となっている功。

また，馬や水牛から搾乳を行なうのは，生乳や酸乳を売

却して現金収入を得ることが主な目的であった。生乳-

乳製品は，生乳生産者にとっては貴重な食料資源ではな

く，換金資源なのである。

このように，インドネシアのような非乳文化閤での乳

製品の生活への浸透の仕方は，食料資源としての必需品

ではなく，噌好品もしくは換金資源として浸透している。
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6-2. 保存乳製品の欠落

スンパワ島では，意図的に乳加工が行なわれてはいな

い。静置している聞に発酵が自然に展開しているだけで

ある。馬乳では，酸乳に特別な語業を割り当てず，生乳

と同じ語業がつけられているのも，乳加工が意図的に行

なわれてはいないことを指し示している。西スマトラ州

でも，発酵スターターを添加するわけて'もなく，ただ静

置するだけで，自然に発酵を進ませている。インドネシ

アの乳加工体系は，発酵乳系列群の乳加工技術を受動的

に利用しているのみであり，乳を保存食へと能動的に加

工する技術が全く発達していない。バターやチーズへの

加工が企く みられない。 アジア大陸 アフリカ大陸の牧

斎民にとって，乳加工の本質は 「保存」にある(九搾乳

期間中に得られる生乳を，非搾乳期間まで保存し，非搾

乳期間に利用するために，生乳を加工し，乳製品とする

のである。それでは，インドネシアで乳を保存できる形

態にまで加工していないのは何故であろうか。

まず考えられるのが，馬や水牛には繁殖季節がなく，

出産がいつでも可能であるため，生乳が周年供給される

ことである。生乳が常に供給されるため，生乳を乳製品

として加工する必要がないのである。サウジアラビアの

ラクダ牧畜民において， ラクダは-年以上にわたって泌

乳を続けるために，乳加工を全く行なわず，生乳をその

まま飲用しているという事例が報告されているi)。

次に考えられるのが，生乳 乳製品が生活必需品には

なっていないことである。インドネシアでは，生乳 酸

乳がある時にだけ曙好品的に利用するという摂取スタイ

jレとなっている。食生活に不可欠ではないため，乳製品

を常に蓄えておく必要がもともとなかったのである。

そして， 馬乳は乳タンパク質の含量が2.5%，乳脂質

の含量がl.9%と低いため8)，チーズやバターを加工し

にくいことが考えられる。この篤乳の乳タソパク質と乳

脂質の含量の低さが，馬乳の乳加工妓術の発達を阻害し

ているものと考えられる。ただし，水牛乳のタソパク質

の含量は3.8%，乳脂質の含量は7.4%と高く，チーズや

バターを加コーするには優れている。それにも拘らず，水

牛乳を静置する聞にクリームが浮上するが，クリームを

取り分けもせず，特別な語棄も与えず，水牛乳からチー

ズやバターを加工しないのは，先にも指摘した通り， 食

生活にとって不可欠ではないためであると考えられる。

必要ないものは，敢えて労力を投下して，創り出すこと

はない。

以上，馬・水牛の周年繁殖性，乳・乳製品の食生活に

おける非不可欠性が，保存期の乳製品を欠落させ，イン

ドネシアにおける乳加工技術の発達を抑制しているもの

と考えられる。
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? インドネシアにおける乳文化の起原

7-1. 馬の搾乳の起原論

スンバワ島でみられる馬の搾筑は，ユーラシア大陸乾

燥地帯の乳文化圏から伝橋してきたものか，それとも，

スソパワ島独自に発明されたのであろうか。乳文化の起

原と伝矯論を考察するよで，緩めて興味深い。

ユーラシア大陸で馬の搾乳は，北アジアや中央アジア

においてのみ広く行なわれている。つまり，インドネシ

アでの馬の搾乳技術が伝婚してきたものであるとするな

ら，中央アジア 北アジアからでしかない。北アジアの

モンゴルでは，仔馬を紐で地面に終日縛りつけ，母馬を

紛で縛りつけることはなし、。搾乳する際，イヂ馬にます'nm
乳させてから，搾乳者がほ馬の必ず左側から搾乳する。

左手は母音の側方から，右手は後脚の問から乳をリズミ

カルに搾りあげる。右)j奈は地面につき，左I1奈は立てて'1.1

腰になり，バケツを左I1奈の上に乗せ，両肘でバケツを押

さえながら搾乳する。また，搾乳している間，イ子馬を母

馬の頭部付近に留め， チューチューと仔馬が母馬から乳

を吸いとる音を補助者が発する。馬の搾乳の場合，仔馬

の保定者と搾乳者の最低二人が必要となる。 馬乳は， 発

醇用の大型容探に移し入れ，夕方に撹w棒で何千四も l二
下に撹枠し， 一晩静置して乳酸発酵とアルコーjレ発酵と

を進め，馬酸乳酒にする3)。

スンパワ島での馬の搾乳の技術は， 1)仔馬を地面に

縛り付けると共に，母馬も紐てー縛って屋敷内に終日固定

させる，2)最初に仔馬に晴乳させない， 3)搾乳する

際に仔馬を母馬の頭部周辺に位置させない， 4)両手で

はなく片手で搾乳する， 5)馬乳の乳加工が欠落してい

る， 6)生乳で下ーに飲んでしまう。このように，スンパ

ワ島での馬の一連の搾乳技術は，そのほとんどがモンゴ

ルの技術とはたいへん異なっている。これらの相違点を

鑑みると， :Itアジア -中央アジアから馬の搾乳技術がイ

ンドネシアに伝播してきたものではないことが推測され

る。スンパワ島での馬の搾乳技術は，スンパワ鳥，もし

くは，スンパワ島周辺域で独自に発明された，もし く

は，牛や水牛などの他の家畜の搾乳技術が馬に!I~化した

ものと考えられる。

ところで，スンパワ島では何故に馬乳を必要としたの

であろうか。馬の乳は食生活のために不可欠な食材では

なかった。馬の乳を飲む理由として，唯一 「スタミナが

つく」との回答であった。スタミナがつくという理由

は，馬乳を飲用してから，その効用を悟るものであり，

馬乳を飲用する前には知り得なかったことである。「ス

タミナがつく」という理由は，馬から乳を搾らせる原動

力にはな りえないのである。つまり，他の家畜での搾乳

が既に存在しており，その搾乳技術を模倣して馬に適応
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させ，その結果として 「スタミナがつく」という馬乳独

自の存在意義を認めていったものと推測されるのであ

る。ところが，スンパワ島では水牛，パリ牛，山羊から

は搾乳が行なわれてない。スンパワ島では馬からのみ搾

乳が行なわれている。従って，スンパワ島での馬の搾乳

技術は，スンパワ島以外の地域の馬以外の家畜から影響

を受けたということなる。

以上のことを考え合わせると，スンパワ島における馬

の搾乳は，スンパワ島以外の地域から伝わった技術であ

り，他の家畜の搾乳技術が馬に転化していった可能性が

極めて高いと考えられるのである。

7-2. インドネシア乳文化のインド起原説

インドネシア中部のスンパワ島における馬の搾乳技

術 乳加工技術は，インドネシア西部の西スマトラ州の

水牛の搾乳技術ー乳加工技術と，最初に仔畜に晴乳させ

る点のみ異なっているだけで，それ以外はまったく同ー

である。つまり，搾乳技術においては，仔蓄による催

乳，片手で容器を持ち片手で搾乳し，中!擦になって搾乳

し，搾乳の聞に仔畜のI浦乳を一度介入させて乳分泌、を促

し，搾乳後は母仔を一緒にして残乳を飲ませる。乳加ユ

技術においては，生乳を非加熱なまま静置して自然発酵

させるという発酵乳系列群の乳加工技術を適応してい

る。また，乳利用についても，生乳と酸乳は食事の主要

な食料とはなっておらず，補助的な食材として利用して

いるに過ぎなし、。これらのインドネシア中部と西部にお

ける搾乳技術，乳加工技術，そして，乳利用の形態の一

致は，同じ起原の技術と文化の影響を受けていることを

指し示している。かつて，インドネシアのある地域で，

ある時代に，搾乳技術が適応され，その乳文化がインド

ネシアに広がっていったものと考えられる。

それではp インドネシアの乳文化はp インドネシア独

自に起原したのか，それとも，他の地域からの文化伝揺

であろうか。ここが問題である。結論から先に述べる

と，インドネシアにおける乳文化の起原は，おそらく，

インドから伝わってきたものと考えられる。インドネシ

アは， 17世紀にオランダによって植民地化され始める

はるか以前から，インドや中国の影響を強く受けき

た9)。インドネシアとインド・中国との間で多くの共通

した文化が認められるという。インドネシアは海上貿易

上の重要な商業地点として繁栄を続け，インドや中国と

深い関係を長く築いてきたのてーある。また，インドでは

酸乳のことをダヒ clahi/ clahe巴と呼ぶ10)。インドでの搾

乳技術は，仔畜に 1分ほど晴乳させてから，仔畜を乳

房から離す。水牛の場合は，仔畜を母斎から完全に引き

離し，母畜とは離れた場所に仔奮を縛り付け，搾乳す

る。搾乳者は中腰になり，バケツを地面にl置くか，肘で

抱きかかえ込み，母畜の右半身方向から 5 分~7 分ほど
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搾乳する。搾乳中に，仔畜にもう一度晴乳させることも

ある。母畜が搾乳をいやがる場合，足を紐で縛り，母畜

の動きを制する。インドでの水牛からの搾乳技術は，イ

ンドネシアの水牛からの搾乳技術と，極めて酷似してい

る。生乳からの酸乳への加工は，多くは加熱してからス

ターターを生乳に加えるが，加熱しないままスターター

を加える場合もある。インドネシアとインドとの長く強

い関係，乳製品の語業や搾乳技術の一致から，インドネ

シアの搾乳技術と乳利用がインド起原てやあると推定する

ことに疑いの余地もない。

ただ，インドネシアとインドとで大きく異なっている

ことは，インドでは酸乳を米にかけて食したり，そのま

ま頻繁に食したりと p 酸乳が重要な食材となっているこ

とである。インドネシアでは酸乳を補助的にたまに摂取

しているに過ぎない。インドからインドネシアに乳文化

が伝わった際，搾乳技術はほぼそのまま伝播したが，乳

加工妓術の大部分と酸乳の利用の仕方が大きく変遷した

ことになる。

赤道直下にあるインドネシアでは，家畜は季節繁殖性

を失い，いつでも仔畜を産めるようになる。つまり，搾

乳を通年行なうことができ，生乳が通年得られることに

なる。このような条件 Fでは，生乳を加工保存する必然、

性がなくなってしまう。保存食としてのバターやチーズ

への加工技術が欠落していったのて*ある。また，インド

ネシアでは，米を中心とて，様々な食料を栽培してい

る。乳製品がなくとも十分に食生活が成り立つ。そのよ

うな穀物食と野菜食だけで十分に食生活が成り立つ社会

に，乳製品は「補助的な噌好品」として浸透していった。

もともと乳文化圏ではなく，乳利用が不可欠ではない地

域に乳製品が浸透していく形態は，食事の主要な食材と

してではなく，補助的な噌好品として存在意義を開拓

しp 浸透してし、くのである。この食糧生産における縞物

性食料のト分な供給性，乳製品を本質的には必要として

いない背景が，インドネシアに乳文化が伝播した際に，

乳製品の食生活における位置を「補助的な噌好品」とし

て変遷させたものと考えられる。

以上のことから，インドネシアの乳文化は，インドを

起原とし，インドネシアに浸透した際に，赤道直下にお

ける家畜の周年繁殖性と食糧生産における植物性食料の

十分な供給性というコア・ファクターにより，乳加工技

術の大部分を欠落させ，乳製品を「補助的な噌好品」と

して変遷させたものと考えられる。
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[注]

a) 2010年11月時点で 1円=108 Rp (Rupiah)であっ

た。

b) スス-クダsusukudaの直訳は， I馬の乳」の意。

c) 中尾佐助11)によって提出されたモデルとは， 1)生

乳をまず酸乳にして加工が展開する発酵乳系列群，

2)生乳からまずクリームを分離してから加工が展

開するクリーム分離系列群， 3)生乳に凝固剤を添

加してチーズを得る凝固剤使用系列群， 4)生乳を

加熱し濃縮することを基本する加熱濃縮系列群の4

類型である。

d) スス・クjレパウ susukerbauの直訳は， I水牛の乳」

の意。
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